
第２回大学生・民間企業の社員・移住者等の若者による

ワークショップ報告書

１ 開催日時・場所

令和７年７月13日（日）13時30分から15時30分まで

秋田市文化創造館２階 スタジオＡ１（半面）

２ 参加者

(1) ワークショップメンバー 19歳～30歳の16名（２名欠席のため14名）

（１グループ４人 大学生２グループ、社会人２グループ）

【大学生】８名（秋田大学２名、秋田県立大学、秋田公立美術大学、国際教

養大学、ノースアジア大学、秋田工業高等専門学校、日本赤十字

東北看護大学から各１名）

【民間企業の社員】３名 【移住者】２名 【秋田市役所職員】３名

(2) ファシリテーター

秋田ファシリテーター事務所 まちづくりファシリテーター

平元 美沙緒 氏

(3) グラフィックレコーダー(会議内容をイラストなどを用いてリアルタイムで

可視化する)

秋田公立美術大学の学生４名 ※各グループに１名配置

３ プログラム

(1) オリエンテーション・第１回の感想

(2) グループワーク①「あなたの”やってみたいこと”や”理想の暮らし方”、

どんな秋田市ならそれが実現できそう？」

※「おもしろい」「のんびりした」など、自分の感情に近い50の言葉カー

ドを選びながら、グループワークを実施

(3) グループワーク②「”未来の秋田市像”に近づくためのアクション」

(4) 発表 ※各グループ３分

1



４ 各グループの発表要旨 ※作成したグラフィックレコード等は６ページ以降

■グループ１（大学生）

① やってみたいこと、理想の暮らし方、どんな秋田市なら実現できる？

・スポーツ、自然を活用したい、余裕のある暮らし、広い家に住みたい

・県内の人にも忘れがたいまちにしたい、印象に残したい、居心地がよいま

ちにしたい

・秋田は、少子高齢化の進行などネガティブな印象が多いが、それをポジテ

ィブに変える取組をしていくことで、エネルギッシュな秋田にしていけれ

ば良い

・以上から、未来の秋田市像として「忘れがたくアットホームなまち」を考

えた

② 未来の秋田市像のためにできるアクション

【市ができること】

・コンパクトシティの推進

・公共交通の整備

・給食費の無償化

・高卒、大卒の県外流出が多いことから、奨学金制度の充実・拡充

【市民ができること】

・笑顔であいさつ

・ごみのポイ捨て禁止

・農業体験の実施

・ＳＮＳを活用した魅力発信、ＳＮＳを見て秋田市を訪れた方に、悪いギ

ャップを与えない、良いギャップを与える環境づくりが重要である
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■グループ２（大学生）

① やってみたいこと、理想の暮らし方、どんな秋田市なら実現できる？

・自然に囲まれた暮らしややりたい仕事ができること

・共通して挙がったのは、のびのび暮らしたいということ。関東で生活した

経験から、秋田市の生活は息が詰まらないから良いという意見があり、何

をするにしてもメンタルの安定が重要である

・一方で、業種が少なかったり、挑戦する機会が少ないという意見もあり、

仕事や挑戦できることの種類があれば良い

・以上から、未来の秋田市像として「心地のよい秋田市」を考えた

② 未来の秋田市像のためにできるアクション

【市ができること】

・仕事の業種と賃金を増やす

・大学がもうひとつあってもいい

・廃校や使われていない土地の利活用を、市民を巻き込んでやれたら良い

【市民ができること】

・公共交通を増やすことは市民ではできないが、増やして欲しいという声を

上げたのならば、もっと使わなければならない

・行政に求めるのならば、アンケートにしっかり答える、投書箱にアイデア

を出すなど、行動することが大事である。行政がアンケートをやっても回

答率が50％を下回ったなどでは良くない

・「なんもなんも」（自分はその立場にないという遠慮の意味で）言い過ぎ

ず、市民も良いところがあったら積極的に発言・発信していくべき
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■グループ３（社会人）

① やってみたいこと、理想の暮らし方、どんな秋田市なら実現できる？

・自然のある暮らしがしたい

・古民家、海が見える家など、居心地が良い場所でのんびり暮らしたい

・都会にはないゆったりさを感じながら、県外から友達をもっと呼びたい、

個展を開きたいなど、アクティブに活動したい、でもどう動けば良いかわ

からない

・以上から、未来の秋田市像として「ドキドキ・ワクワクを自慢できる（し

たくなる）のんびりした秋田市」を考えた

② 未来の秋田市像のためにできるアクション

【市ができること】

・電車の本数を増やす、交通の利便性を良くする

・電車が無いから車を使おうとすると、路面状況が悪かったり、観光地の

トイレが汚かったりするので、整備が必要

・若者が市政について考える機会、発言できる機会をもっと増やす

・市民ができることと重なるが、若者をもっと頼って、ＳＮＳでの発信を

促す

【市民ができること】

・自分たちでアクションを起こす（選挙に行く、まちに出るなど）

・それをＳＮＳで発信することで秋田市というまちに自信を持てる

4



■グループ４（社会人）

① やってみたいこと、理想の暮らし方、どんな秋田市なら実現できる？

・住宅の密度が高く、公園も狭い、敷地があれば家の前でキャッチボールが

できる、河川敷などの土地を管理すればキャンプができるのにと感じる

・ガレージ付きの家に住んで車を持ちたい

・バイクを持ちたいが駐輪場が少ない

・農業体験をしたい、実家の米作りをやってみたい

・二拠点居住、雪遊びをしたい

・以上から、未来の秋田市像として、「都会、田舎、人それぞれの心地よ

さ」を考えた

② 未来の秋田市像のためにできるアクション

【市ができること】

・公園等の整備、公共交通の整備

・市民が好きなことに挑戦できるように応援する

・手形にラーメン屋がたくさんあるので、ラーメン通りと名前を変えるな

ど、名前で魅力をＰＲする

【市民ができること】

・新しいことに挑戦することをためらわない環境づくり

・公共交通を利用する

・隣近所とのほどよい距離感による地域コミュニティの活性化

５ 本ワークショップの意見の活用

本ワークショップで出された思いやキーワード、アイデア等は、庁内で共有

し、今後の事業立案等の参考とするとともに、今年度末に策定する次期総合計

画に反映していく。
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１班
（大学生）
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１班
（大学生）
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２班
（大学生）
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２班
（大学生）
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３班
（社会人）
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３班
（社会人）
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４班
（社会人）
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４班
（社会人）
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当日の様子
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